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もう今年は、洪水ありませんように！ 

約6.0m貯水位

が上昇しました。 

 玉川ダムでは、今年度上半期において、ダム流入量が1,000㎥/sを超える２回の大きな洪水があ

りました。 
7月22日～23日洪水では下流の玉川や雄物川の水位が氾濫危険水位を超えていたため計画で

200㎥/s放流のところ約50㎥/s放流という特別防災操作を実施し、下流地域の洪水被害の軽減につ

とめました。この時、玉川ダムの操作のため出勤していた我々も国道341号の土砂崩れや冠水に

より管理所が孤立したり、交代職員が出勤できなくなる等、大変な思いをしました。 
8月24日～25日洪水では玉川ダム建設以来で最大の1,195㎥/sの流入量を記録しました。この時は

発電以外放流を行わず約1155㎥/s(97%)の水を溜めました。 
玉川ダムでは今後とも気を引き締め、ダム管理を行っていきます。 

洪水前(7/12貯水位EL386.2m) 洪水後(7/24貯水位EL392.2m) 

7月22日～23日洪水 管理所周辺 R341道路通行止孤立状況 

ダム下流側 鹿の作トンネル冠水 通行止 ダム上流側 金倉橋付近土砂流出 通行止 

洪水前(8/23貯水位EL381.4m) 洪水後(8/28貯水位EL386.9m) 

約5.5m貯水位

が上昇しました。 



玉川ダム・鎧畑ダムの治水事業効果

HWL

玉川ダムが無い場合
の水位上昇量７０cm

玉川ダムが無い場合は、現況堤防高を越え、ＨＷＬ付近
まで水位が上昇し、背後地の家屋が浸水したものと推定

防災操作開始前の
貯水位 EL.385.9m

防災操作終了時の
貯水位 EL.391.9m

浸水想定
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【ダムによる貯留効果】
最大毎秒830㎥/s(81%)
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特別防災操作による
放流量の軽減量

最大流入量毎秒1,030m3
※管理開始以降最大

最大放流量
量毎秒200m3

【特別防災操作】
下流河川の被害・水位
状況を勘案し、通常
200m3/sの一定量放流を
50m3/sまで絞込み。

【ダムによる貯留効果】
最大毎秒830㎥(81%)

長野地区平面図

玉川ダム

玉川8.0k地点

玉川ダム諸元(国土交通省管理）

型 式 重力式コンクリートダム

ダム高 １００．０ｍ

堤頂長 ４４１．５ｍ

総貯水容量 ２５４百万ｍ3

有効貯水容量 ２２９百万ｍ3

鎧畑ダム諸元(秋田県管理)

型 式 重力式コンクリートダム

ダム高 ５８．５ｍ

堤頂長 ２３６．０ｍ

総貯水容量 ５１百万ｍ3

有効貯水容量 ４３百万ｍ3

累加レーダー雨量
(22日3時～23日22時)

玉川ダム

長野

鎧畑ダム

○支川玉川に位置する玉川ダム(国)･鎧畑ダム(県)で
は､平成29年7月22日から防災操作を行いました。玉
川ダムでは平成3年の管理開始以降最大の流入量
（約1,030㎥/s)を観測し、ダムに流れてくる水量の一
部(約3,170万㎥※東京ﾄﾞｰﾑ25個分)をダムに貯めること
で下流へ流す水量を最大で約81％低減しました。

○ダムによる洪水調節の結果､長野地区の洪水被害（浸
水面積:約200ha､浸水戸数:約160戸､国道105号通行止め､JR秋

田新幹線不通）を未然に防ぐとともに、雄物川の被害
軽減に寄与したと推定されます。

※記載の数値は速報値であり、今後変更の可能性があります。

別紙



別紙

○ 玉川ダム上流の降水量は8月24日5時～25日9時までに約180㎜に達した。流域平均時間雨量の最大は約30㎜（25日0時）を記録した。
○ 玉川ダムへの流入量は、玉川ダム竣工（平成2年）以降最大となる 約1,200m3/s（8月25日2時00分）を記録した。
○ 今回の洪水で、玉川ダムでは約2,630万㎥(東京ドーム約21個分)の水を貯め込み、下流河川の水位低下を図った。

○ 下流の大仙市
だいせんし

長野
ながの

地点（玉川
たまがわ

下流基準点）において、玉川
たまがわ

ダム(国管理)・鎧畑
よろいはた

ダム(秋田県管理)両方のダムが無かった場合
更に約60㎝水位が上昇したと推定される。

これは、

東京ドーム 約21個分

（124万m3）

雄物川
おものがわ

水系　玉川
たまがわ

・鎧畑
よろいはた

ダムの効果　　(平成29年8月24日～25日の降雨に伴う洪水)（速報）
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長野

玉川ダム

位 置 図累加レーダー雨量

(24日5時～25日9時)

玉川ダム
今回の洪水における最大流入量 毎秒約1,200㎥/s

最大調節量 毎秒1,160㎥/s(97%)

(発電放流のみ)

発電放流量 毎秒約40㎥/s
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▽25日9時の水位：標高.386.36m

△24日14時の水位：標高.381.48m

玉川ダム洪水前後の貯水位及び貯水量 最大流入量
毎秒1200m3

最大放流量
毎秒39.86m3

最大流入量

毎秒約1,200m31,200m3/s

避難判断水位 3.60m
氾濫注意水位 2.90m

水防団待機水位 2.30m

氾濫危険水位 4.00m

単位：ｍ
（ダム下流 長野観測地点）

玉川・鎧畑ダムが無かった場合の

水位上昇量 約６０ｃｍ

※実績再現計算結果

玉川・鎧畑ダムが無かった場合の

水位上昇量 約60cm

ダム下流地点における水位低減効果

※数値は全て速報値であり、今後変更になる可能性が有ります。

約2,630万m3の水を

ダムに貯め込みました

鎧畑ダム

玉川ダム
流域平均時間雨量最大

1時間に約30mm

(25日0時)

流域平均累加雨量
約180mm

最大流入量 毎秒約

1,200m3(25日2時)のうち、

毎秒約1,160m3(97%)を

ダムに貯め込みました

最大放流量

毎秒約40．0m3
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